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請 願 文 書 表 （令和５年１２月２０日定例会提出） 

 

請願第７号 

新クリーンセンターの七条地区への建設に反対する請願書（市民環境委員会付託） 

 

令和５年１２月４日受理 

 

                        請 願 者 ●●●●●●●●●● 

                             七条東自治会 

                              会長 矢 部   宏 

                  紹介議員 宮 池   明 

 

要旨 

奈良市は新クリーンセンターの建設に向けて、平成１８年２月に奈良市ごみ焼却施設移転

建設計画策定委員会を設置しました。以来、平成２９年５月まで５７回にわたって開催され

た策定委員会で奈良市全域から候補地をノミネートして評価検討し判断してきた１５か所の

候補地のうち、第１候補地とされた地域との交渉が重ねられましたが、成立に至らず、以後

第２候補以降の候補地との交渉は行われませんでした。 

その後、策定委員会は令和３年１０月までの４年半にわたって開催されることなく、その

途上において突如として策定委員会で元々ノミネートすらされておらず評価検討もなされて

いない七条地区を広域化の候補地とするとして、市の独断による方針が令和元年１２月議会

で表明されました。 

その考えについて、七条地区地元住民への説明会において、市長自ら「広域化による新ク

リーンセンターの建設を想定しており、大和郡山市の清掃工場と合体するとの意味であり、

当該地に２つの工場を造ることはしない」と説明されました。 

しかしその後、５市町での広域化構想において、奈良市を除く他の４市町全てが離脱を表

明したにもかかわらず、市から地元住民への説明や釈明をすることもなく、奈良市単独でも

候補地は七条地区とすると表明され、大和郡山市の清掃工場と隣接する地にもう一つの清掃

工場建設を推し進めようとされています。そのことに地元住民の理解と納得は全く得られて

おらず大変憂慮しております。 

そのため、規定に則って選定された候補地ではない七条地区への新クリーンセンター建設

には以下の理由と併せて反対するものであります。 

 

理由 

① 近接地に大和郡山市清掃センターが稼働中であること 

  七条地区には、近接地に既に大和郡山市のごみ処理施設があり、今の左京地区が置かれ

ている状況と何ら変わりがない状況です。現左京地区から七条地区へクリーンセンターを

移すという行為は、七条地区に二重の苦を押しつけられるようなこととなり、地元住民に

とって到底受け入れられることではありません。 
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② 公害調停条項に違反していること 

  建設予定地周辺には奈良県立奈良養護学校や西の京病院が隣接しており、また地域住民

の住居も近くにあります。これは、公害調停条項第２条「移転場所は３００メートル以内

に学校、幼稚園、保育所及び病院がなく、住居専用地域（都市計画法）に近接しない場所

の中から適地を選定する」という点で違反しています。 

  また、同第８条「移転建設計画策定委員会及び市民会議の決定を十分尊重しなければな

らない」とありますが、策定委員会では七条地区に決定された事実はなく、この点でも条

項に違反しており、適切な行政政策の検討及び決定過程を経ていません。 

さらに、「奈良市ごみ焼却施設移転建設計画策定委員会設置要綱」第２条（２）に掲げ

られた委員会の所掌事項には、「奈良市ごみ焼却施設移転建設計画に係る用地の選定及び

事業手法の検討に関すること。」と規定されていますが、広域化においても単独において

も七条地区を候補地とする評価検討はなされていません。 

 

③ 奈良市ハザードマップの洪水浸水想定区域に該当していること 

  建設予定地は、奈良市ハザードマップで０．５メートルから３メートル、一部は３メー

トルから５メートルの洪水浸水想定区域に指定されています。そのような場所に建設する

ということは、洪水浸水対策に多額の費用を要すると考えられ、経済的にも不合理性の解

決とはなりません。 

 

④ 大規模自然災害が起こった時の問題点 

  現代技術によって、ダイオキシン等の有害物質放出濃度の少ないクリーンな施設の建設

を説明されておられますが、洪水だけでなく、大地震などによって施設が損壊した場合の

有害物質漏出など、想定外のことが起こらないとは言い切れません。七条地区の住民やそ

の子、孫の代まで、そのような不安を抱えながら生活していくことを考えると、大和郡山

市の清掃工場が既に存在している上にさらに隣接する七条地区への建設は到底受け入れら

れるものではありません。 

 

⑤ 平城京の歴史文化、歴史的景観を守る必要があること 

七条地区は、平城京の玄関口である羅城門と平城宮の入り口を結ぶ朱雀大路に近接する

平城京エリア内であり、歴史的遺構が多数埋蔵されていると想定されます。 

また、近隣には世界遺産の薬師寺や唐招提寺もあり、歴史的景観が損なわれるものと憂

慮しています。 

 

以上の理由から、私ども七条東自治会としては、七条地区への新クリーンセンター建設に

反対いたします。さらに、策定委員会において費用対効果も含めて公平に、また客観的に評

価してその結果を公表するとともに、その結果に基づいて候補地選定をしていただくことを

強く要望するものであります。 

市議会におかれましては、慎重な審議を賜りますようお願い申し上げ、請願いたします。 


